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感
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拡
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防
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の
た
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、
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催
を
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止
す
る
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。
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＊
本
写
真
展
で
は
、「
母
と
子
の
肖
像
」（
モ
ノ
ク
ロ
展
示
）
の
ほ
か
、

シ
リ
ア
難
民
の
生
活
風
景
（
カ
ラ
ー
展
示
）
も
展
示
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
写
真
は
夜
の
暗
が
り
の
な
か
、
懐
中
電
灯
を
用
い
て
撮
影
し
た
。
懐
中
電

灯
係
と
し
て
活
躍
し
た
の
は
、
２
０
１
７
年
以
降
、
毎
年
取
材
に
同
行
し
て
い
る
私

の
二
人
の
子
供
た
ち
―
―
５
歳
と
３
歳
―
―
だ
。
彼
ら
は
実
に
自
由
に
走
り
回
り
な

が
ら
、被
写
体
を
照
ら
し
て
く
れ
た
。
そ
う
し
て
こ
れ
ら
の
作
品
が
出
来
上
が
っ
た
。

つ
ま
り
こ
の
作
品
は
、私
た
ち
親
子
に
と
っ
て
も
「
母
と
子
の
肖
像
写
真
」
な
の
だ
。



懐
中
電
灯
の
灯
り
に
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
彼
ら
の
「
生
」
の
ご
く
一
面
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
そ
こ
に
、
複
雑
で
、
曖
昧
で
、
不
安
定
な
、
難
民
と
し
て
の
境
遇
そ
の
も
の
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。

　アラビア半島に位置するシリア・アラブ共和国（通称シリア）は、古くから文明
発祥の地として知られ、古くからアジアとヨーロッパとを繋ぐ要衝として栄えてき
た。
　2011 年、半世紀にわたる独裁体制の改革を訴える民主化運動と、それを弾圧し
ようとする政府軍が衝突し、シリアは内戦状態に突入する。各地で武力衝突が繰り
広げられ、国土は荒廃し、560 万人近い人々が難民となった。今年で内戦から 10 年。
未だ終息の兆しは見えない。
シリアを離れた難民の多くはトルコ、レバノン、ヨルダンなどの周辺国に暮らして
おり、その 7割がトルコに集中している。
　難民になるということは、既存のコミュニティだけでなく、生活基盤を失うこと
でもある。文化や言語さえ異なる異郷で、経済的な自立を手に入れるのは容易では
ない。劇的に変化した環境のもと、人々は困窮に喘ぎながら、難民という脆弱な立
場で生きている。
　本展示は、トルコ南部に暮らすシリア難民の、母と子の関係性に焦点を当てたも
のである。ここに登場するのは、難民特有とも言える複雑な背景を持った母と子だ。
なかには子を失った母や、母を失った子もいる。彼らは自分が母であること、また

は子であることにより、彼ら自身が生かされ、生きようとしている存在でもあった。
そこに母と子の、揺るぎない関係性を垣間見ることができる。
　これらの写真は夜の暗がりのなか、懐中電灯を用いて撮影した。懐中電灯係とし
て活躍したのは、2017 年以降、毎年取材に同行している私の二人の子供たち――5
歳と 3歳――だ。彼らは実に自由に走り回りながら、被写体を照らしてくれた。そ
うしてこれらの作品が出来上がった。つまりこの作品は、私たち親子にとっても「母
と子の肖像写真」なのだ。
　懐中電灯の灯りに浮かび上がるのは、彼らの「生」のごく一面にすぎない。しか
しそこに、複雑で、曖昧で、不安定な、難民としての境遇そのものが内包されている。
人間の目は、目に入りやすいものを通し、対象を理解しようとする。だが、光のあ
たらない漆黒のなかにも目を向けてみたい。そこに確かに存在し、呼吸しているも
のがある。
　本写真展は、シリア難民の母と子、それぞれの物語を通し、目に見えにくい領域
のなかに彼らの姿を可視化したいという試みである。それにより、内戦が人々にも
たらしたものについて考えるきっかけになれば幸いである。

小 松 由 佳 　 写 真 展　
シ リ ア 難 民　 母 と 子 の 肖 像
2021.12.10（金）― 12.16（木）
平日：10:30 ― 19:00
土日：11:00 ― 17:00

（ 最終日 14:00 まで ）

○ギャラリートーク
各 20 分。新型コロナウィルスの感染拡大防止のため、
開催を中止する場合があります。
12.10（金）/ 12.11（土）/ 12.12（日） 13:00―


